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15
日
夜
に
再
び
訪
問
し
て
巨
大
な
月
を
見
上
げ

る
こ
と
が
で
き
た
。
強
い
黄
色
の
月
明
り
に
照

ら
さ
れ
な
が
ら
散
策
す
る
と
、
近
世
の
宿
場
に

迷
い
込
ん
だ
よ
う
感
覚
に
陥
っ
た
。

島
田
宿
は
江
戸
か
ら
京
ま
で
の
東
海
道
五

十
三
次
の
う
ち
23
番
目
に
位
置
す
る
の
だ
が
、

７
番
目
に
大
き
か
っ
た
。
人
口
６
７
２
７
人
。

戸
数
１
４
０
１
軒
（
天
保
年
間
）。
大
規
模
だ

っ
た
理
由
は
、
江
戸
期
の
大
井
川
に
架
橋
が
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
川
を
越
す
時
間
帯

も
限
ら
れ
、
泊
ま
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
大

雨
が
降
る
と
「
川
留
め
」
に
な
り
、
長
逗
留
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。
最
長
期
間
は
１
８
６
８
年

（
慶
応
４
）
の
28
日
間
。「
箱
根
八
里
は
馬
で
も

越
す
が
、
越
す
に
越
さ
れ
ぬ
大
井
川
」
と
う
た

わ
れ
た
。

往
来
す
る
旅
人
は
川
越
し
業
務
を
統
括
す

る
川
会
所
で
川
札
を
買
い
、
人
足
の
男
た
ち
に

肩
車
さ
れ
た
り
、
輦
台
（
ル
ビ
・
れ
ん
だ
い
）

に
乗
っ
て
担
い
で
も
ら
っ
た
り
し
た
。
川
値
段

（
通
行
料
金
）
は
水
深
や
川
幅
に
よ
っ
て
変
動

し
た
。
同
遺
跡
そ
ば
に
あ
る
市
博
物
館
の
説
明

に
よ
る
と
、
今
の
お
金
に
し
て
、
お
殿
様
な
ら

約
８
万
円
、
庶
民
は
８
７
０
０
円
程
度
だ
っ
た

そ
う
だ
。
ふ
ん
ど
し
姿
の
人
足
が
胸
ま
で
水
に

◆
東
海
道
一
の
難
所
・
大
井
川

一
級
河
川
・
大
井
川
の
東
岸
に
あ
る
「
島
田

宿
大
井
川
川
越
（
ル
ビ
・
か
わ
ご
し
）
遺
跡
」（
静

岡
県
島
田
市
）
を
東
西
に
貫
く
川
越
街
道
に
は

江
戸
時
代
の
様
子
を
復
元
し
た
木
造
の
建
物
群

が
並
ぶ
。
近
代
的
な
電
柱
は
建
物
裏
側
に
特
設

さ
れ
、
常
夜
灯
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
１
９
４

８
年
以
来
68
年
ぶ
り
の
近
距
離
に
近
づ
い
た
ス

ー
パ
ー
ム
ー
ン
の
も
と
で
街
道
を
歩
き
た
い
と

思
い
、
２
０
１
６
年
11
月
14
日
の
満
月
に
現
地

を
訪
れ
た
。
し
か
し
全
国
的
に
生
憎
の
雨
。
翌

つ
か
り
な
が
ら
「
ヨ
イ
ト
、
ヨ
イ
ト
」
と
の
掛

け
声
を
あ
げ
た
。
市
教
委
文
化
課
主
査
の
望
月

伸
嘉
（
１
９
７
０
年
生
ま
れ
）
は
「
幕
末
に
上

洛
し
た
十
四
代
将
軍
・
徳
川
家
茂
が
川
を
越
し

た
際
に
は
36
人
で
輦
台
を
担
ぎ
、
水
流
を
緩
め

る
た
め
50
人
が
動
員
さ
れ
た
。
こ
の
こ
ろ
、
川

越
し
人
足
は
６
０
０
人
程
度
い
た
と
い
わ
れ

た
、
地
元
出
身
者
な
の
で
、
雇
用
を
生
み
出
す

地
場
産
業
で
も
あ
っ
た
」
と
話
し
た
。

◆
復
元
さ
れ
た
番
宿

人
足
は
一
番
か
ら
十
番
ま
で
の
組
に
所
属
し

な
が
ら
交
代
で
現
場
を
担
当
し
た
。
溜
ま
り
場

だ
っ
た
建
物
を
番
宿
（
ル
ビ
・
ば
ん
や
ど
）
と

呼
ぶ
。
関
係
す
る
施
設
跡
20
カ
所
お
よ
び
街
道

は
１
９
６
６
年
、
文
化
庁
か
ら
国
の
史
跡
に
指

定
さ
れ
た
。
川
越
関
連
で
の
史
跡
指
定
は
全
国

唯
一
の
存
在
だ
。
１
９
７
０
年
以
降
、川
会
所
、

四
つ
の
番
宿
、
立
会
宿
、
酒
屋
、
札
場
、
堤
な

ど
の
建
物
復
元
（
修
復
も
含
む
）
が
順
次
行
わ

れ
、
現
在
で
は
指
定
地
の
う
ち
の
72
％
が
市
に

買
収
さ
れ
て
公
有
化
さ
れ
た
。

木
造
で
復
元
さ
れ
た
番
宿
を
自
宅
と
す
る

櫻
井
京
治
（
１
９
４
１
年
生
ま
れ
）
は
「
京
都

か
ら
訪
れ
た
人
に
『
自
宅
の
内
部
を
見
せ
て
ほ

し
い
』
と
頭
を
下
げ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
自

慢
し
て
見
せ
ま
し
た
」
と
笑
い
な
が
ら
話
し
、

「
だ
れ
も
が
『
い
い
な
あ
』
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

く
だ
さ
る
」
と
誇
ら
し
げ
だ
。
川
会
所
と
複
数

の
番
宿
は
無
料
で
一
般
公
開
さ
れ
て
お
り
、
櫻

井
は
市
か
ら
委
託
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
建
物
の
戸

を
午
前
８
時
に
開
け
て
午
後
５
時
に
閉
め
る
作

業
を
引
き
受
け
て
い
る
。
輦
台
越
保
存
会
（
54

人
）
会
員
で
も
あ
る
。

同
保
存
会
に
よ
る
と
、
江
戸
時
代
の
輦
台
は

川
会
所
に
８
点
残
さ
れ
、
市
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。
本
物
の
輦
台
を
用
い
て
川
を
越
す

行
事
は
２
０
０
５
年
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、

会
員
の
高
齢
化
や
川
床
を
整
備
す
る
費
用
負
担

の
重
さ
な
ど
も
あ
っ
て
中
断
。
櫻
井
も
若
い
こ

ろ
輦
台
を
担
い
で
川
を
越
し
た
一
人
。「
ダ
ム

の
で
き
る
前
は
も
っ
と
水
量
が
多
く
体
が
流
さ

れ
た
。
水
の
底
は
で
こ
ぼ
こ
に
な
っ
て
い
て
転

び
や
す
い
」
と
往
時
を
振
り
返
っ
た
。「
ふ
ん

ど
し
姿
を
嫌
が
っ
て
若
い
人
が
入
会
し
て
こ
な

い
の
が
心
配
。
毎
年
の
よ
う
に
川
越
し
行
事
を

続
け
な
い
と
、
渡
り
方
が
後
世
に
伝
わ
ら
な
く

な
る
」
と
懸
念
す
る
。

◆
歴
史
的
な
ま
ち
並
み
を
愛
し
て

江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
で
き
る
川
越

街
道
に
熱
い
視
線
が
注
が
れ
て
い
る
。
一
級
建

築
士
事
務
所
代
表
の
佐
野
正
道（
１
９
５
８
年
）

は
同
市
に
生
ま
れ
育
ち
、
進
学
し
た
法
政
大
学

工
学
部
で
は
都
市
と
川
の
関
係
を
考
え
る
授
業

を
受
け
た
。
卒
業
後
は
東
京
で
仕
事
を
し
て
い

た
が
、
２
０
０
５
年
、
古
里
に
戻
っ
て
き
た
。

夫
婦
で
暮
ら
せ
る
物
件
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
紹

介
さ
れ
た
の
が
川
越
街
道
に
面
し
た
築
１
０
０

年
の
古
民
家
。「
東
京
育
ち
の
妻
が
下
見
に
訪

れ
て
一
目
で
気
に
入
っ
た
。『
私
は
こ
こ
に
住

む
』
と
い
う
の
で
契
約
し
た
。
畳
が
か
び
て
い

て
、
と
て
も
住
め
る
状
態
で
は
な
く
、
漆
喰
の

白
壁
に
す
る
な
ど
の
大
掛
か
り
な
改
装
を
し

た
」
と
振
り
返
る
。
１
９
９
９
年
に
発
足
し
た

川
越
し
街
道
を
愛
す
る
会
（
15
人
）
の
会
長
を

引
き
受
け
て
い
る
。
愛
す
る
会
は
番
宿
に
雛
人

形
や
七
夕
飾
り
を
展
示
す
る
な
ど
の
活
動
を
展

開
。
街
道
に
面
し
た
市
の
観
光
施
設
・
川
越
茶

屋
（
約
85
平
方
メ
ー
ト
ル
）
の
一
角
で
は
土
産

物
店
を
運
営
す
る
。
同
会
が
行
政
財
産
の
使
用

許
可
を
得
て
、
月
額
売
上
の
５
％
を
使
用
料
と

し
て
市
に
収
め
る
契
約
を
交
わ
し
た
。
民
芸
品

の
ほ
か
甘
酒
１
０
０
円
、
江
戸
コ
ー
ヒ
ー
３
０

まちづくり
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文
化
財
保
護
と
ま
ち
づ
く
り

1856年（安政3）に建てられた川会所。川越遺跡のなかで唯一、江戸時代から
伝わる貴重な建物だ
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０
円
。
駿
河
風
生
姜
紅
茶
は
２
０
０
円
だ
。「
新

し
い
お
土
産
を
開
発
し
た
い
。
何
よ
り
こ
こ
は

交
通
遺
跡
な
の
だ
か
ら
、
人
の
往
来
を
取
り
戻

さ
な
け
れ
ば
。
川
越
し
行
事
を
何
と
か
復
活
さ

せ
た
い
」
と
語
っ
る
。

荷
造
り
用
縄
を
取
り
扱
っ
て
い
た
荷
縄
屋

の
跡
に
１
９
２
８
年
に
建
て
ら
れ
た
民
家
の
軒

先
で
は
、
２
０
１
１
年
６
月
以
来
、
農
業
の
田

村
義
之
（
１
９
７
８
年
生
ま
れ
）
が
毎
週
土
曜

に
朝
市
を
開
い
て
い
る
。
市
北
部
に
あ
る
自
ら

の
農
園
で
栽
培
し
た
無
農
薬
の
お
茶
、
濃
い
紫

色
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
自
家
製
ジ
ャ
ム
を
並
べ

る
。「
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
ダ
イ
レ
ク
ト
と
い
い
、

農
家
自
身
が
販
売
す
る
。
量
販
店
と
違
っ
て
作

り
手
の
顔
が
見
え
る
。
常
連
の
方
が
増
え
て
き

て
幸
い
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。
田
村
は
お
茶
農

家
の
十
三
代
目
。
東
京
農
業
大
学
を
卒
業
後
、

衣
服
類
の
企
業
「
ユ
ニ
ク
ロ
」
や
介
護
福
祉
施

設
に
勤
務
す
る
な
ど
東
京
で
暮
ら
し
た
。「
東

京
が
光
っ
て
見
え
て
上
京
し
た
が
、
田
舎
の
良

さ
に
気
付
い
た
」
と
帰
郷
し
た
。「
懐
か
し
い

感
じ
の
こ
の
ま
ち
が
気
に
入
っ
て
い
る
。
畳
と

板
の
間
の
和
室
空
間
が
好
ま
し
い
」。
川
越
遺

跡
の
歴
史
を
知
ら
な
い
買
い
物
客
に
は
丁
寧
な

説
明
を
心
が
け
て
い
る
。「
愛
着
が
で
て
き
た
。

こ
こ
に
住
み
た
い
」
と
願
う
。
街
道
で
営
業
す

る
店
舗
は
四
つ
。
も
っ
と
増
え
て
ほ
し
い
と
希

望
し
た
。

◆
史
跡
指
定
か
ら
半
世
紀

国
の
史
跡
な
の
で
、
土
地
買
収
や
建
物
復
元

の
費
用
は
文
化
庁
か
ら
補
助
金
が
出
る
。
施
設

買
い
上
げ
は
事
業
費
の
80
％
、
施
設
修
理
は
50

％
が
補
助
さ
れ
る
。
お
か
げ
で
修
復
で
き
た
川

会
所
は
木
造
平
屋
で
間
口
六
間
半
（
10
・
９
メ

ー
ト
ル
）。
幕
末
の
１
８
５
６
年
（
安
政
３
）

に
建
て
ら
れ
た
。
明
治
維
新
後
、
２
キ
ロ
離
れ

た
宿
場
町
中
心
部
に
移
築
さ
れ
、
学
校
校
舎
に

活
用
さ
れ
た
。
さ
ら
に
村
役
場
を
経
て
、
１
９

３
７
年
に
同
川
そ
ば
に
移
築
さ
れ
、
記
念
館
と

し
て
使
わ
れ
た
。
史
跡
指
定
４
年
後
の
１
９
７

０
年
、
再
び
移
築
さ
れ
て
川
越
遺
跡
に
戻
っ
て

き
た
。
し
っ
か
り
し
た
部
材
な
の
で
重
宝
さ
れ

て
き
た
。「
木
材
の
ほ
ぞ
の
組
み
方
が
よ
く
分

か
る
点
が
貴
重
」（
市
博
物
館
）
と
い
い
、
街
道

の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
あ
る
。

史
跡
指
定
か
ら
50
年
後
、
新
た
な
出
来
事
が

あ
っ
た
。
筆
者
が
訪
れ
た
11
月
15
日
、
市
は
、

街
道
沿
い
の
古
民
家
の
建
物
と
敷
地
を
買
収
す

る
契
約
を
交
わ
し
た
の
だ
。
同
土
地
は
現
在
の

川
会
所
の
50
メ
ー
ト
ル
東
に
あ
る
。
江
戸
時
代

の
川
会
所
は
同
所
に
建
て
ら
れ
て
い
た
。
同
遺

跡
保
存
を
担
当
す
る
先
述
の
望
月
は
「
４
～
５

年
先
に
は
、
川
会
所
を
再
び
移
築
し
て
、
今
回

買
い
求
め
た
本
来
の
土
地
に
戻
し
た
い
」
と
言

っ
た
。
数
奇
な
運
命
の
川
会
所
は
こ
れ
で
５
回

目
の
移
転
に
な
る
。

順
調
に
推
移
し
て
い
る
か
に
映
る
遺
跡
保

存
だ
が
、
悩
み
も
あ
る
。
買
収
さ
れ
た
市
有
地

で
は
、
公
的
資
金
の
補
助
を
得
た
た
め
商
売
等

の
営
業
に
制
限
が
あ
る
。
同
街
道
沿
い
建
物
が

市
有
の
復
元
建
物
ば
か
り
に
な
る
と
、
人
が
住

め
ず
、
店
舗
も
で
き
ず
、
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
に

な
り
か
ね
な
い
。
文
化
財
保
存
と
街
道
に
往
来

を
取
り
戻
す
地
域
活
性
策
の
両
立
を
ど
う
や
っ

て
実
現
さ
せ
る
の
か
？　

難
し
い
課
題
だ
。
文

化
課
長
兼
市
博
物
館
長
の
孕
石
晃
（
１
９
６
１

年
生
ま
れ
）
は
「
川
越
し
行
事
の
復
活
を
含
め

た
観
光
開
発
が
急
務
に
な
っ
て
き
た
。
全
体
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
と
、
行
政
が
遺
跡
全
部
を

買
収
し
て
し
ま
う
よ
り
、
一
定
の
民
有
地
を
残

し
て
店
舗
や
民
宿
施
設
な
ど
の
営
業
を
促
進
し

て
い
き
た
い
」
と
話
す
。
策
定
中
の
遺
跡
整
備

基
本
構
想
に
も
、
ま
ち
づ
く
り
重
視
の
姿
勢
を

反
映
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。（
敬
称
略
）


